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　「草稿――種族に関する系統学と生物学について」第７版
　著者：帝国大学、治療師協会
　多数の生体標本を分析したところ、あらゆるElfと人間の“種族”は相互に交接するならば豊富なる子孫を産み出すことが可能である、そのように協会は長らく以前に決定した。そのような子孫には、ある父親の種族の痕跡も表れ得るが、彼らは概して母親の種族的特徴を有している。ArgonianとKhajiitに於いて、人間およびElfとの異種交配が可能であるかどうかは不明である。各時代を通じて幾度も、これらの組み合わせによる子供に関する多数の報告が（daedraとの組み合わせに関する報告と同様に）寄せられてきたが、充分に証拠だてられた子孫は存在しなかった。Khajiitは、その骨格と皮膚の生理的構造（“毛皮”が彼らの肉体を覆っている）のみならず、新陳代謝と消化に於いても同様に、人間とElfに対して異なっている。Argonianは、dreughのように、人間の姿形をした半水生の好洞窟性動物〔※１〕のようである。そうではあるけれど、dreugh、人間、mer〔Elf〕、あるいは、（これは筆者の見解であるが）“Black Marshの樹木に生息する一種のトカゲ”の何れとしてArgonianを分類するべきであるのかは、それは決して明らかではない。
生殖に関するorcの生物学的機構は、現在のところ、充分には解明されていない。これは、goblin、troll、harpy、dreugh、tsaesci、imga、様々なdaedra、そして、その他の多数に関しても同様である。確かに、概して強姦あるいは魔術による魅了に等しいけれど、これらの種族間に於ける性交渉の事例は存在している。しかし、証拠だてられた妊娠の事例は存在していない。それにも関わらず、恐らく文化的差異が根深い故に、これらの生物と文明人の間に於ける異種交配の可能性は、依然として、経験を通じて確立あるいは拒絶されなければならない。もちろん、どの普通のBosmerあるいは Bretonであれ、orcに妊娠させられたならば彼女自身の身を恥じ入り続けるだろうし、人間に妊娠させられたorcの少女が彼女の社会から追放されることも無いだろうと考える理由は存在しない。〔それ故に、〕残念ながら、治療師としての我々の誓約は、自身の科学的知識を満たすためのカップリングの強要を妨げるものである。しかしながら、我々の知っているところによれば、Thras のsloadは、幼年の時分には両性具有であり、そして、後になって、いったん陸地を歩き回れるほどの年長に達すると、その自身の生殖器官を再吸収してしまう。彼らにとって人間あるいはmerとの異種交配が可能でないことは、確実に言えることである。
　更には、次のように考える者が在るかも知れない――「種族」という、その不正確だが便利である用語を使用するためには、これらの先述の“種族”に対する適切なる分類は、ある共通の伝統を前提して作り上げられねばならないのではないか〔※２〕。そして、それらの種族間の差異は、いわゆる〈大地の骨〉〔Earth Bones〕による諸操作であるところの魔術的実験によって生まれたもの、あるいは、世代間を通じた漸次的変化によって生まれたものではないか、と。
　訳注

　※１　一生を洞窟の内外どちらでも過ごす動物。

※２　つまり、各々の種族は最初から当該の種族として存在せずに、人間と猿が共通の先祖から分かれたように、Tamrielの各々の種族は共通の先祖から分かれたのではないか、と示唆している。
